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○進捗状況等 ○編集に関する考え方

　【えみふる会議の開催】 　【何のためにガイドブックを使うか】

参集範囲：子ども課子育て支援係（事務局）、子育て支援センター ○進捗状況等 ・自分の子育てのため　～　保護者、これから産む人

　　　　　　　親子ひろば「ひなたっ子」、幼児ことばの教室 　【ファミリーサポートフォーラム】 ・孫の子育てを応援するため　～　祖父母

　　　　　　　保健センター、遊びのひろば（振興いわみざわ） 日時　９月７日　10：00～11：30 ・制度等の問合せに答えるため　～　職員、幼保職員、民生委員等

会議内容：行事予定確認（えみふるカレンダー作成） 場所　あそびの広場　階段ステージ付近 　【必要な情報にたどり着くために】

　　　　　　　情報共有、連携状況確認、課題や改善点の検討 　　　　※ひなたっ子で託児を実施 ・目次や見出しの工夫

内容　基調講演「ファミサポってこんなところ」 　例：年齢ロードマップの方式

　【あそびの広場利用状況（4月～6月）】 講師：江別市ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ　ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　門田あや子氏 　　　 サービス利用　Ｙｅｓ　Ｎｏ方式

登録：11,090人　　 　　　　意見交換：ファミサポのここが聞きたい ・複数の索引

延利用人数：13,643人（うち小学生以上　8,814人・44.6％） 　テーマごと、五十音、年代ごとなど

・一日当たりの平均利用者数 ・住所別登録状況（上位4市） 　【提供会員育成のための保育サービス講習会】 　【保護者がほしい情報の発掘】

期間　10月20日（木）～28日（金） ・編集モニターを募集し、編集会議に参加してもらう

内容　女性労働協会によるテキストを使用した　9項目 24時間 　載せてほしい情報を挙げてもらい、編集に反映する（11月～2月）

　【読み物としてのコラムの掲載例】

○提供会員登録状況 ・病院を受診する前のチェックポイント

　 登録人数　13名　（事業実施前4名、9名増） ・幼稚園のお弁当チェック

　【えみふるの連携事例】 　　うち、個人宅で対応可能な会員　８名（そのほかは外出先） ・夜泣き、イヤイヤ期の乗り切り方（経験者談）

離乳食の相談　子育て支援センター⇒保健センター栄養士 活動内容 ・一時預かりや託児の利用の仕方

断乳の相談　　子育て支援センター⇒保健センター保健師 　　個人預かり、児童館運営サポート（美園・鉄北） ・ばぶばぶ、とことこへのお誘い

ことばの教室の訓練にあそびの広場を利用 　　市Ｐ連行事託児　等

こども・子育てひろば「えみふる」の取り組み ファミリー・サポート・センター

　こども・子育てひろば「えみふる」を構成する各機関が連携して、子育て支援
拠点としての機能を発揮し、安心して子育てできる環境をつくる。
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　子育て支援を受けたい人と協力したい人がそれぞれ会員となり、会員の自
宅等で有料で保育サービスを行う制度。
　現在ＮＰＯが事業を実施しているが、提供会員が不足しているため、提供会
員を育成し、センター設置を目指す。
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子育てガイドブックの作成

事業内容と進捗状況

　子育てに関する情報を掲載した「子育てガイドブック」を作成する。

今後の方向性

　子育て中の保護者から編集モニターを募集し、ガイドブックに意見やアイ
ディアを反映する。
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　えみふる会議を通じて連携効果を高めていくとともに、あそびの広場が、親
子と支援を結びつけるきっかけとなるような取り組みを進める。
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　講習受講者が事業に参加しやすいよう、児童館支援やＰＴＡと連携した託
児の実施など、活動の機会を作り、提供会員の確保につなげていく。
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平成２８年度の主な事業について
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○事業内容 ○事業内容 ○募集

　栗沢地域に、保育所型認定こども園を開設する。 　・幼稚園枠（15名）　10月

　設置者は岩見沢市、運営は指定管理とする。 　・保育園枠（45名）　　1月

○認可保育所　階層別入所児童の状況 ○新制度幼稚園　階層別入所児童の状況

○こども園の特色

　　【作法】　挨拶、礼儀作法を日常生活のや、囲碁・華道などを通じて身に着ける

　　　　　　　 スプーンやフォーク、箸の正しい持ち方、鉛筆の正しい持ち方や姿勢を身に着ける

　　【保育】　地域交流、食育、バルシューレを通じた体力や認知表現力の育成、文字や記号の習得

○第2階層の状況

○第2階層の状況　※経過措置終了後有料となる階層 　※経過措置終了後有料となる階層

　平成２９年４月開園にむけ、すみれ幼稚園及び栗沢保育園保護者会への
説明や、新規募集など準備を進めていく。

　保育料制度は当面現在の減額・細分化ルールを用いていく。
　就学前の保育と幼児教育に関する利用相談については、家庭の状況など
に応じてきめ細かく対応していく。
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　認可保育所及び新制度幼稚園の保育料を、国の基準より減額した上で階層を細分化、その他第２子、第３子の無料化に取り
組み、保護者負担を軽減する。

岩見沢市立栗沢認定こども園の開設保育料の見直し（認可保育所・新制度幼稚園）

平成２８年度の主な事業について

階層区分

保育料 児童数 保育料 児童数 保育料 児童数

1 0 14 0 11 0 16

2 0（4,500） 84 0（3,000） 43 0（3,000） 112

3-1 10,000 26 7,600 9 7,600 31

3-2 12,800 16 10,400 4 10,400 20

3-3 15,600 33 13,200 7 13,200 20

4-1 18,900 32 16,450 8 16,450 18

4-2 22,200 37 19,700 10 19,700 32

4-3 25,500 27 22,950 20 22,950 26

5-1 30,350 33 27,750 18 26,560 35

5-2 35,200 31 32,550 13 30,170 28

5-3 40,050 29 37,350 16 22

6-1 45,000 29 13 26

6-2 49,950 12 6 21

6-3 54,900 4 7 10

7-1 61,930 3 1 10

7-2 68,960 3 0 9

7-3 76,000 0 0 5

8 98,800 4 0 8

計 417 186 449

年齢

0～2歳 3歳 4～5歳

33,800

35,680

39,520

41,720

階層区分

保育料 児童数

1 0 0

2 0（1,500） 19

3-1 5,890 4

3-2 9,380 14

3-3 12,880 21

4-1 14,390 48

4-2 15,900 47

4-3 17,420 41

5 23,130 28

計 222

年齢

3～5歳

2階層

市無料

ひとり親 第3子 第2子

239 139 36 17 47

有料
国無料

2階層

市無料

ひとり親 第3子 第2子

19 6 2 3 8

国無料
有料


